
 

 

令和６年 10月 15日（水） 竜王町教育委員会 

綾戸地先遺跡発掘調査説明資料 

 

所 在 地 竜王町大字綾戸地先 

時  代 弥生時代前期末～中期初頭、平安時代中期（10 世紀中頃）、平安時代末～鎌倉時代前期（12 世紀末～

13 世紀前半） 

遺  構 掘立柱建物跡９棟（10 世紀中頃：２棟、12 世紀末～13 世紀前半：６棟、時期不明：１棟）、溝跡、

土坑、旧河道など 

遺  物 弥生時代前期末～中期初頭：弥生土器、10 世紀中頃：緑釉陶器・灰釉陶器・ 

黒色土器、12 世紀末～13 世紀前半：土師器・黒色土器・瓦器等、16 世紀：一石五輪塔・石仏板碑 

調査主体 竜王町教育委員会 

調査期間 令和６年 5 月～10 月 

調査面積 約 2,200 ㎡ 

 

遺跡概要とその成果 

・竜王町内最古（弥生時代前期末～中期初頭）の弥生土器の出土 

  弥生時代前期末～中期初頭の弥生土器の破片１点、旧河道１から出土している。器種は壺、外面に３条の直

線紋が確認でき、口縁部に蓋を固定するための紐を通す孔が１ヶ所ある。 

これまで竜王町内で確認されている弥生時代の遺跡は、弥生時代中期初頭の岡屋南遺跡（大字岡屋）が最も

古く、次いで、中期前半の提ヶ谷遺跡（大字岡屋）であり、本調査地の東方に広がる綾戸遺跡（大字綾戸）が

中期後半であった。今回の調査成果により、竜王町内での弥生時代の遺跡が前期末にさかのぼる可能性が高く

なった。 

 

・平安時代中期（10世紀中頃）の集落跡 

  調査区北西部で、掘立柱建物跡が２棟（建物１・２）、中央部で土坑２基（土坑１・２）等が見つかっている。

掘立柱建物跡は、主屋と考えられる建物１（２間×３間）と、それに付属する小型の建物２（２間×３間）の

２棟で構成され、その規模から一般的な百姓層の建物跡と考えられる。 

これらの建物跡は、昨年度の勘定海路遺跡の発掘調査で見つかった建物跡と同時代であり、当時の集落 

の広がりや個々の建物構成など、新たな情報を得た。 

 

・平安時代末～鎌倉時代前期（12世紀末～13世紀前半）の大型建物を中心とする屋敷地 

掘立柱建物が６棟（建物３～８）、土坑（土坑３）、溝跡等があり、建物跡は、北側（建物３・４）と、南側

（建物５～８）のまとまりに分かれる。その中でも特に南側の大型の建物７（４間×５間）、建物８（４間×５

間）は規模が大きく、当時の一般的な百姓層の建物の約 1.5～2.5 倍の建物面積を有し、名主などの有力な百姓

層の屋敷地であった可能性が高く、この建物を中心に屋敷地が形成されている。 

 

中心核整備事業に伴う埋蔵文化財調査の総括 

竜王町教育委員会では、中心核整備事業に伴い、令和４～６年度の３ヶ年をかけて埋蔵文化財の本発掘調査

を実施し、多くの考古学的な成果が得られた。 

資料２ 



① 綾戸地域の歴史的重要性 

住居跡などの遺構を伴わないものの、縄文時代のサヌカイト製の石鏃・スクレイパーや、弥生時代前期末

～中期初頭の弥生土器が出土している。綾戸地先は、綾戸遺跡や苗村神社など、町内でも重要な歴史遺産が

存在する地であることは認識されていたが、今回の調査結果により、改めてその歴史の古さ、地域的な重要

性が高まった。 

 

② 竜王町の集落景観の形成過程を知る手がかりを得た 

   竜王町の歴史的な景観の一つに、条里地割によって整然と区画された田んぼの中に小さな集落が点在する 

ことがあげられる。これは近江における中世（鎌倉後期～南北朝期）以来の伝統的な集落景観であり、その

中でも竜王町の平野部の景観は、その姿をよく残している。 

   今回の発掘調査の結果、この条里地割に沿った遺構は、平安時代初め（９世紀前半）の建物跡・溝跡が最 

古であり、以降、この条里地割に沿った建物が継続して築かれている状況が確認できた。つまり、本調査地 

周辺では、９世紀前半には条里地割を志向した、「条里集落」が形成されていたことが明らかとなった。 

また、発掘された集落跡は、現在の集落位置とは異なること、さらに、２～４棟の建物のまとまりが分散 

して形成される、「散村」であることが分かった。加えて、本調査で最も新しい鎌倉時代前期の集落跡が、現 

綾戸集落の近辺に営まれ、それ以降の集落跡が見つかっていなことから、現在の綾戸の集落景観は、鎌倉時

代後期以降に形成された可能性が高くなった。 

 

③ 平安・鎌倉時代の集落、有力者層の生活の一端が明らかとなった 

竜王町初の平安・鎌倉時代の集落跡の大規模な発掘調査であり、平安時代前期（９世紀前半）、平安時代中 

期（10 世紀前半～中頃）、平安時代末～鎌倉時代前期（12 世紀末～13 世紀前半）と、各時代の集落跡の発見

とともに、有力者層が居住していたことを示唆する下記の遺構・遺物が出土した。 

・平安時代前期（９世紀前半）の「秋暁」などの文字が記された墨書土器。 

・平安時代中期（10 世紀前半～中頃）の近江の緑釉陶器窯との関係を推測させる多量の緑釉陶器・灰釉陶器。 

・平安時代末～鎌倉時代前期（12 世紀末～13 世紀前半）の大型の掘立柱建物。 

いずれも地域の有力な百姓層の存在を推測させる遺物・遺構であり、当時の彼らの生活の一端が明らかと

なったことで、鎌倉時代後期以降に形成される惣村の前段階の様相を解明する資料を得たといえる。 
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発掘現場説明会・歴史文化講座 

 

・「綾戸地区遺跡発掘現場」現地説明会 

 日時：令和６年 10 月 20 日（日） 

 場所：遺跡発掘調査現場（竜王町大字綾戸） 

 時間：14 時～15 時 30 分 

 定員：20 家族程度 

主催：竜王町小学校運営協議会 竜王町地域学校協働本部 

 協力：竜王町教育委員会 竜王小学校 

 

・令和６年度りゅうおう歴史文化講座 

第１講 

日時 令和６年１１月９日（土）１３：３０～１５：３０ 
   テーマ「古代安吉郷の渡来氏族と安吉勝氏－竜王町勘定海路遺跡出土の墨書土器をめぐって－」 

講師 大橋 信弥（おおはし のぶや） 氏（元県立安土城考古博物館学芸課長・渡来人歴史館顧問）  
     
第２講 

日時 令和６年１１月３０日（土）１３：３０～１５：３０ 
テーマ 「滋賀県内の文化財建造物とその保存継承」 

講師 坪田 叡伴（つぼた えばん） 氏（滋賀県文化スポーツ部文化財保護課） 

 

第３講 

日時 令和６年１２月 ７日（土）１３：３０～１５：３０ 
  テーマ 「竜王町の平安時代集落跡を掘る－近江の緑釉陶器窯周辺における古代末集落の一様相－」 

  講師 林 修平（はやし しゅうへい） 氏（竜王町教育委員会事務局生涯学習課） 

 
場所：竜王町公民館１階ホール（第１講・２講）、同２階研修室（第３講） 
定員：第１講・２講 １００名、第３講 ７０名 

  主催：竜王町教育委員会  
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